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サレジオ会宣教部門によるサレジオ会共同体・サレジオ・ミッションの友人のための通信

友人の皆さん、

カ 　 リ 　 エ 　 ロ

ナイロビ／ヴァルドッコからごあいさ
つを送ります。サレジオ会宣教部門の
チームに加わることの恵み、祝福を感
じています。チームは、宣教顧問アル
フレッド・マラヴィジャ神父と共に働
き、ドン・ボスコの思い、夢であるサ
レジオ会の宣教を促進します。
第154回宣教派遣の準備が進む中、
ドン・ボスコが最初の宣教師たちに
別れの贈りものとして与えた言葉を思
い出します：「病人、児童、老人、貧
者を特別に世話しなさい。そうすれ
ば、神の祝福と人びとの好意が得ら
れます。」この言葉は、宣教の世界へ
と赴く準備をする宣教師にとってだけ
でなく、ドン・ボスコの子どもである
私たち皆にとって、今も重要です。
新たな宣教地に向かう新しい宣教師
の皆さんに神の祝福を願いつつ、さら
に多くのサレジオ会員が、日々、宣教
への呼びかけに応えるため、心を打
たれ、動かされることを望みます。ド
ン・ボスコが私たち皆一人ひとりを導
いてくれますように。「カリエロ11」の
読者の皆さんのご多幸をお祈りしま
す。

総長は2023年9月24日、ヴァルドッコで、
第154回宣教派遣の24名の会員を祝福し、派遣します。

Cagliero 11（カリエロ11）の全バックナンバー：http://salesians.jp/library/cariero

「カリエロ11」と宣教派遣地図を編集部からメールで直接受け取ることを希望される方は、
こちらへご連絡ください：cagliero11@sdb.org 

■ サレジオ会宣教部門　新メンバー
エリック・マイルラ神父 SDB
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派遣先
国

C.N.A.* ‒ 北アフリカ統治区　｜　D.S.S.** ‒ 南スーダン委任統治区
L. ‒ サレジオ会修道士　｜　P. ‒ サレジオ会司祭　｜　S. ‒ サレジオ会神学生

出身地域：アフリカ‐マダガスカル 7、  東アジア‐オセアニア 7、  南アジア 6、  
インターアメリカ 2、  地中海 1、  中央‐北ヨーロッパ 1、  南米サウスコーン 0。 
派遣先：地中海 8、  アフリカ‐マダガスカル 5、  中央‐北ヨーロッパ 5、  
東アジア‐オセアニア 2、  南アジア 2、  南米サウスコーン 2、  インターアメリカ 0。



ペテロ神父様、サモアは地理的に他の国と隔絶しているため、辺境の地になっています。
そのことは、サモアのサレジオ会の生活や働きに何らかの影響を与えていますか？
　サモアは実際、世界の多くの先進国から地理的に遠く、孤立しています。経済は、主に
開発援助と海外からの民間の資金調達に頼っています。この国は、壊滅的な被害をもた
らす暴風雨や気候変動の影響にさらされています。ますます多くの人、特に若者が、国を
後にし、より良い将来を求めて海外に移住しています。サモアに在住するサモア人よりも、
海外のサモア人の人口の方が多いのです。仕事のない若者が多くいます。多くの若い人々
が、何の資格・専門性も身につけることなく学校をやめています。仕事を見つけて親を助
けるため、勉強が不十分なまま学校をやめる生徒がかなりいるのです。
こういったことが多くの若者に影響を与えるので、その結果、サモアのサレジオ会の生活と
働きは、これらの問題に取り組むものになっています。ここサモアでのサレジオ会事業は、
海外からの支援に大きく頼っています。財政支援、また宣教師の働きです。さらに、遠く離
れているため、要請に対する応えはとても遅く、支援が届くまで長くかかります。

サモアでのサレジオ会宣教師とサレジオ宣教ボランティアの貢献を、どのように捉えてい
ますか？
　大変役に立つ、かけがえのない貢献をサレジオ会宣教師とサレジオ宣教ボランティアか
ら頂いています。そのすばらしい貢献に私たちは感謝しています。サモアのサレジオ会事業
は宣教師たちによって礎を据えられ、私たちを助けてくれるため、多くのボランティアが来
ました。特に二つの学校で。ボランティアたちは教育の水準を上げるだけでなく、私たちの
経済的負担を和らげるために助けてくれています。私たちは学校の経費を支払ったり、多
くの教師を雇ったりするお金がないのです。ボランティアは、サレジオ宣教事業への贈りも
のです。自分たちの専門性や文化を分かち合ってくれるだけでなく、若者のための聖ヨハ
ネ・ボスコの事業において、サレジオ会のパートナー、共に事業を担う人々なのです。ボラ
ンティアの皆さんは、サレジオの生き方と働きに貢献する、独自の取り組みとカリスマを
もっているのです。

今月の宣教の祈りの意向に戻りますが、サモアのサレジオ会、サレジオ家族は、社会の
辺縁にいる青少年のために何を行っているでしょうか？
　サモアのサレジオ家族（サレジオ会、サレジアン・シスターズ、コオペラトーリ、同窓生）
は、教育を私たちの最優先事項とするため、共に働くべきです。山積する若者にまつわる
問題と闘うためです。若者は多くの問題、貧困に直面し、軽んじられ、尊厳を認められて
いません。教育と言うとき、私はサレジオの教育法、私たちの創立者ドン・ボスコの予防
教育法、愛に基づく教育のことを含めて言っています。「教育は心に関わること。」サモアの
サレジオ家族は、予防教育法を促進するために共に働かなければならないと私は確信し
ます。そうすることで、若者の生活・人生は大きく変わるでしょう。教育を優先することで、
若者たちの人生はより良いものに変わるでしょう。

教育し養成すること
－サモアで大切なこと

9月
サレジオ
宣教の
祈りの意向

社会の辺縁に生きる人々のために サモアの
ために

サモアのサレジオ会が、社会の辺縁に生きる人々を効果的に、
公正に、助けますように。
社会の辺縁に生きる人々、非人間的な状況のなか生活する人々のために祈りましょう。
その人々が社会制度によって見過ごされたり、軽んじられたりすることがありませんように。 
│教皇フランシスコの祈りの意向│

ペテロ・ヴィト・パウ神父, SDB

私の名前はペテロ・ヴィト・パウです。司祭であり、
サモアのサヴァイイ島にあるサレロロガの共同体
の院長です。聖ヨハネ・ボスコ教会の主任司祭、
ドン・ボスコ高校と職業訓練センターの校長も務
めています。
オーストラリア‐太平洋管区（AUL）の一部である
太平洋委任地区には、サモア、ニュージーラン
ド、フィジーも含まれています。
2002年に、太平洋委任地区長として6年の任期
を終えました。この務めを通して、特にサモアに目
を向けながら、AUL管区全体について幅広く経験
することができました。


